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研究成果の概要（和文）：本研究では、近世出版機構における印刷の道具であり、これまでほと

んど顧みられることのなかった「板木」を研究の俎上にあげるため、板木デジタルアーカイブ

を拡充した。研究期間終了時にデータ総件数(板木枚数)は 10,506 件となり、研究期間中に 5,193
件増大した。またそれを基盤として、板木の観察手法および板木による書誌学を確立するとと

もに、新たな板本観察手法も提示することができた。 
 
研究成果の概要（英文）：There are ample numbers of printing blocks that were used after 

the establishment of commercial publishing in the Edo period (1603–1867). This research 
subject has expanded the digital archive of printing blocks aiming that they will be taken 

up for bibliographic studies. The digital archive includes 10,506 blocks in total, 5,193 

blocks of them has been added in these fiscal years. Based on it, this research has 

established “Printing block Bibliography” and suggested the new way of observing printed 
books. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）近世は、商業出版が隆盛した時代であ
る。したがって出版研究はもとより、近世
期の各分野研究においても、多かれ少なか
れ板本(はんぽん＝印刷された本)を研究
資源として扱わなければならない状況に

ある。板本を客観的に分析するための手法
としては「板本書誌学」の蓄積があり、こ
れらの研究分野は、板本書誌学を基底に行
われてきた。 
 
（2）板本を印刷するための道具であった板
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木（はんぎ）は、国内だけでも十数万枚が
現存しているが、これまで顧みられること
はほとんどなく、整理すら行われないまま
という現状があった。その原因は、黒く、
嵩高く、重いという板木の性質にあった。 
 
（3）過年度において研究代表者は、（2）に
述べた問題を克服するために、文部科学省
グローバル COE プログラム「日本文化デジ
タル・ヒューマニティーズ」拠点(立命館
大学)、科学研究費補助金(特別研究員奨励
費、課題番号 08J55612)により、奈良大学
(博物館・図書館)が所蔵する板木について、
フルカラーデジタル画像によるデジタル
アーカイブ構築・公開を進めてきた。 

 
（4）（3）に述べた活動をうけて、板木には
板本からは分かり得ない情報を多く含む
こと、それらの情報を蓄積し、板本書誌学
を捉え直すための「板木書誌学」を構築す
ることを提唱してきた。 
 
（5）過年度における申請者の研究は、ごく 1
つの機関が所蔵する板木のみを研究対象
としてきたことから、客観性に欠ける点に
問題があった。 

 
２．研究の目的 
上述の背景に照らし、本研究においては、 
（1）調査対象とする板木所蔵機関を増やし、
板木デジタルアーカイブを拡充する 

（2）(1)の活動を通じ、「板木書誌学」を提
唱から確立の段階へ移行させる 

（3）近世出版機構において板木が果たした
役割を考察する 

の 3点を目的とした。 
 
３．研究の方法 
上述の研究目的に照らし、 
（1）株式会社法蔵館所蔵板木(約 10,000 枚)

のデジタルアーカイブ構築着手 
（2）株式会社芸艸堂所蔵板木(約 100,000枚)

のデジタルアーカイブ構築着手 
（3）奈良大学追加収蔵板木(約 700 枚)のデ

ジタルアーカイブ構築 
（4）板木に対応する板本の書誌調査と、板

木と板本の照合により、板本からは分
かり得なかった事実を「板木書誌学」
として蓄積し、学術的方法論として確
立する 

（5）現存板木に対応する出版記録の読解と
データベース構築による、近世出版に
おける板木の役割考察 

の 5点を、研究課題を遂行するための方法と
した。板木デジタルアーカイブ構築にあたっ
ては、研究代表者が過年度の研究において構
築した 5パターンライティング手法を採用し

た。 
 
４．研究成果 
（1）株式会社法蔵館所蔵板木のデジタルア
ーカイブ構築に着手した。研究期間中、板
木 1,014 枚のクリーニング作業・デジタル
撮影を実施し、約 19,000 カットのデジタ
ルアーカイブ構築を行った。 
 
（2）美術書出版株式会社 芸艸堂のデジタル
アーカイブ構築に着手した。研究期間中、
板木 1,141 枚のクリーニング作業・デジタ
ル撮影を行い、約 11,361 カットのデジタ
ルアーカイブ構築を行った。 
 
（3）奈良大学博物館の追加収蔵板木 677 枚
のデジタル撮影を実施し、約 7,000 カット
のデジタルアーカイブ構築を行った。 
 
（4）立命館大学アート・リサーチセンター
所蔵板木 1,919枚のデジタル撮影を実施し、
約 18,400 カットのデジタルアーカイブ構
築を行い、完了した。 
 
（5）京都大学大学院文学研究科国語国文学
研究室との共同により、京都大学附属図書
館所蔵板木の一部についてデジタル撮影
を実施した。研究期間中、382 枚の板木を
調査し、約 3,800 カットのデジタルアーカ
イブ構築を行った。 
 
（6）東京高橋家所蔵の板木 60 枚のデジタル
撮影を実施し、約 580 カットのデジタルア
ーカイブ構築を行い、完了した。 
 
（7）（1）～（6）のデジタル画像を観察しつ
つメタデータを付与し、web データベース
「板木閲覧システム」（図 1、2）に登録を
行った。2013 年 3 月 31 日時点で、収録す
る総件数（総板木枚数）を 10,506 件に拡
充することができた（2012 年度 3月末時点
の公開件数は 5,475 件）。なお、本研究に
よってデジタル撮影を行った板木には、
2013 年度以降に公開可能となるものも含
まれており、公開件数は順次増加する見込
みである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 板木閲覧システム 検索結果画面 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 板木閲覧システム 画像閲覧画面 

 
（8）現存板木に対応する板本の調査・収集
を進めた。これらについては、デジタル撮
影を行った上、立命館大学アート・リサー
チセンターが運営する web データベース
「書籍閲覧システム」に登録を行い、公開
を進めた。板木・板本の各データベースを
相互参照できるスキームを構築し、実装を
行った。 

 
（9）（1）～（8）の活動を行いつつ、板木書
誌学の確立に向けて、観察結果の蓄積・考
察を行った。 
①藤井文政堂が所蔵する享保 17 年版「十
巻章」を例に、極めて特殊な形式の板木
の利用法とその意味を考察した。従来の
板本書誌学では、板木の表面に加えられ
る改変についての言及はあったが、板木
を二枚におろし、半丁ごとに分割すると
いう大胆な改変が行われる場合があっ
たこと、その操作は、1 組の板木で袋綴
じと粘葉装の両者の摺刷に対応する目
的で行われたことを明らかにすること
ができた。 
②板木の構成―1 枚の板木に何丁が収め
られているか、どの丁がどの板木に収め
られているか―が、どのように板本に表
れるかについて、実証的なデータをもと
に考察を行った。結果、匡郭寸法の出現
パターン、紙質の混在パターンに板木の
構成が表れることを明らかにし、板木を
意識した板本の新観察手法を提示する
ことに成功した。これにより、本研究の
主眼である「板木書誌学」の方法論とし
ての確立に近づいた。 
③奈良大学博物館が所蔵する高野版の板
木の基礎情報を調査した。その過程では、
巻子本や折本を仕立ててから摺刷に及
ぶ「巻き摺り」の板木が多く含まれるこ
とが判明した。さらに、板木と板本とを
照合しつつ、巻き摺りの摺刷技法につい
て考察を行った。これについては、後述
の著書に論考を掲載した。 
④本研究を進展させつつ、過年度の研究
実績の補訂を行った。 

 
（10）現存板木に対応する出版記録・蔵板記

録『竹苞楼大秘録』『竹苞楼広く』『蔵板記』
『蔵板仕入簿』『蔵板員数』『蔵板員数帳』
『板木分配帳』『文政堂蔵板目録』等につ
いてのメタデータ構築を進めた上で、出版
記録データベースの構築を進めた(非公
開)。また、出版記録データベースと板木
デジタルアーカイブとを連動させるスキ
ームについても、板木デジタルアーカイブ
の非公開版に実装し、テストを進めた。 
 
（11）（10）の活動を受けて、板木が近世出
版機構において担っていた印刷以外の役
割・機能について考察を行った。結果、板
木は版権を体現する存在であり、板元間で
版権をめぐる論判が起こった際には、板木
が調停のツールとして働くこと、板木に一
切墨を付けない「白板」の状態で取り引き
することにより、勝手に摺り置きを作らな
かったという身の潔白を証明することが
できたことなど、印刷の道具の範疇を超え
る板木の機能を指摘した。 
 
（12）本研究期間内に、成果公開促進費を得
て、研究代表者の過年度の研究および本研
究の成果の一部を含む単著『近世出版の板
木研究』(2013、法蔵館)を公刊した。本書
は板木をテーマとした初の研究書であり、
板木という研究資源はどのようなものか、
いかに活用可能であるかを、学界と社会に
提示する内容である。本書の刊行により、
板木デジタルアーカイブ公開と合わせ、板
木を研究資源として扱う情報基盤と学術
基盤を学界に提供することとなった。 
 
（13）本研究期間中、国際会議において 2本
の口頭発表を行った。このうち 1本は、2013
年度に Scholarly Research Communication
に掲載される予定である。またこれにより、
今後の海外所蔵機関の調査が視野に入っ
た。 
 
（14）研究期間中、「現代に伝わる板木展」
(2012 年 1 月 23 日～2 月 10 日、於：立命
館大学アート・リサーチセンター)を企
画・構成し、板木資料の存在と価値を江湖
に知らしめた。会期中、関連イベントとし
て「板木・板本をめぐる研究集会」(2月 5、
6日)が開催され、申請者の板木デジタルア
ーカイブ構築の取り組みを研究者および
一般に周知する機会を得た。 
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